
2
だいぶ発行がご無沙汰になってしまいました。楽しみにしてくださっていた方々すいません。旭木
材社員一同元気です。令和6年もどうぞよろしくお願いいたします。
まさかのドカ雪で、除雪たいへんでしたね。嶺南に雪が降るのは久しぶりな気がします。現在は住
宅の新築・リフォーム以外にも、地元のお寺の立派な屋根瓦工事を進めています。お寺や神社など
の格式を感じる建築物に携われて、地域密着を目指す旭木材として嬉しい限りです。
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解放感のあるLDK新築
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立派な木造建築のリフォームをご依頼いただきました。リフォーム物件は解体して
みないと中の構造や状態がどうなっているかわからないところがあり、S様邸も当
初予定になかった梁が表に出てくることになりましたが、頑丈な木材だったため磨
いて塗装することで美しく仕上がりました。

▶ キッチンはタカラスタンダード。ホーロー
の抜群の清掃性で掃除しやすく、マグネット
収納も利用できるので自由にカスタマイズ
できます。今回奥様のこだわりのひとつとし
て「表に見せない・出さない」こととあった
ので、シンプルで 機 能 性の高 いタカラが
ぴったりでした。また、非接触の水栓にした
ことで、水が垂れて根 元に溜まることがな
く、快適だとおっしゃっていました。

▲ かつてご家族の出入り用に使われていた玄関を取り除き、眺めのよいカウンター席を設けまし
た。お家のお庭、その奥の田畑の風景が絵画のように美しく臨めます。現場監督が丁寧にやすり
をかけた一枚ものの木カウンターに、木工家具屋さんでオーダーした滑らかな柔らかさのイスが
とても素敵です。この東向きのカウンターで食べる朝食がおいしいのだそうです。

2023年に住宅見学会も開かせていただいた新築のお家です。たくさんの方に
ご来場いただきありがとうございました。
ご両親方のご紹介で旭木材の見学会に足を運んでいただいた事がきっかけで
した。小さいお子様もいらっしゃる中、何十回と打ち合わせにお付き合いいた
だき大変だったと思います。旭木材は完全オーダーメイドの注文住宅なのでお
施主様が決めることがとても多く、そのお悩みいただいた分後悔のないお家に
できたのではないでしょうか。1年後、住み心地を聞くのがとても楽しみです。

▲ 奥に収納スペースが広がる玄関は、これ
からお子様の荷物が増えることを見越し
て、靴だけではなく傘や上着、リュックなど
をどこに置くか計算してつくられています。
また、可動棚なので後から旭木材がポール
や棚をお作りして増やすこともできます。
LDKへつながるガラス入りの引戸もとても
可愛らしいです。

▲ 吹き抜けではなく、リビングのある南側に2階を無くしたことに
よる高い天井高で、明るく解放感のあるリビングとなりました。一
方、ダイニングキッチン・畳スペースは通常の天井高にすることに
よって部屋の区切りを感じさせます。壁紙はシンプルに白で統一
することによって、差しこむ光を反射して部屋を明るくします。

▲ 階段下は旦那様の書斎スペース。
小ぢんまりしたお籠り感が心地いい。

▲ キッチンはLIXIL(リクシル)のノクトを採用。デザイン性を重視しながらも、老
舗ブランドのノウハウで機能性も抜群です。ノクトのカップボード(食器棚)は扉
付きはもちろんオープン棚も選択できる自由なカスタマイズが特徴。O様邸のよ
うに下部棚のみなどのシンプルなオーダーも。

◀ 2階の個室も壁紙は白で統一されている中、収納だけは雰囲気を
邪魔しないやわらかな壁紙の色に。ドアなしにすることで空間を広
く感じます。もし目隠しが必要になれば、垂れ壁の内側に突っ張り
棒でカーテンをつけるのが簡単でおすすめです。

▲ 脱衣室と洗面所を結ぶファミリークローク。脱衣所右手はキッ
チンへもつながり、キッチンから3歩で行ける動線は奥様のこだわ
りです。水廻りの中央に配置されたここはマルチ収納にもってこ
い。右手は可動棚なので、棚板を減らしたり増やしたりが自由自
在。実際に建築から数年後に棚板だけをご注文をいただくことが
あります。

工事前のようす
板間のキッチンと居間の間には大きな段
差があり、居間と仕切られたキッチンは
家族玄関と勝手口に挟まれて実に寒さ
厳しい環境でした。まずは段差をなくす
こと、そして寒くない使いやすいキッチ
ンにすることをメインにリフォームを進
めました。
寝室は、山側の外壁材が傷んではがれ
て、室内側となる押入れは湿気が入り放
題です。傷んだ壁の修繕をし、押入れの
半分をオープンにして居室空間を広げま
した。

▲ 居間も畳を張り替え、ふすまは全て片引き戸にして、壁を増やし
てすき間は最小限に。柱と梁を暗い色に、壁紙を白に統一された
ことで蔵のような格好良さが際立ちます。以前はソファを使ってい
たそうですが、すっかり新しくなった畳に腰をおろしてこたつ生活
へシフトされました。

▲ ご夫婦の身支度・寝起きの場となる寝室は、
ベッドと家具の隙間を通るような狭さだったた
め、押入れを解体して居室空間を広げました。
棚板を1800mmの高さにすることで、その下に
お持ちの収納家具やドレッサーが置けます。押
入れは吸湿性に優れた桐を使用し、湿気を防ぎ
ます。
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